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交通案内︓
【徒歩】JR 東海道線平塚駅 ( 東口改札 )
　　　  北口から徒歩約 20 分

【バス】コンフォール平塚前、または
　　　  美術館入口で下車、徒歩 3 分

開館時間︓9 時～ 17 時
休 館 日 ︓毎週月曜日
会 　 場 ︓特別展示室
入館無料

セッカ（カービング製作／遠藤勇）セッカ（カービング製作／遠藤勇）

メジロ（撮影／岡根武彦）メジロ（撮影／岡根武彦）

ダイサギ（撮影／岡根武彦）ダイサギ（撮影／岡根武彦）

ヒヨドリ（撮影／岡根武彦）ヒヨドリ（撮影／岡根武彦）

オオミズナギドリ（撮影／岡根武彦）オオミズナギドリ（撮影／岡根武彦）

カワセミ（カービング製作／遠藤勇）カワセミ（カービング製作／遠藤勇）こまたん調査風景（撮影／こまたん）こまたん調査風景（撮影／こまたん）

　

表の鳥顔（左から）
1段目　カワセミ♀　スズメ　ツバメ　モズ
　　　　アオバト
2段目　ハクセキレイ　コゲラ　コサギ　
　　　　イソヒヨドリ♂　バン
3段目　コチドリ　ウミネコ　オオタカ　
　　　　コガモ　メジロ
4段目　カイツブリ　カワウ　ヒバリ
　　　　ゴイサギ　カルガモ
5段目　ツグミ　タシギ　カワラヒワ　
　　　　ウグイス　ハシボソガラス

　この展示では、鳥が好き、から始まった３つのことを中心に平塚の野鳥を
紹介しています。１つ目は知る人ぞ知る野鳥観察グループ「こまたん」。こま
たんは平塚と大磯を中心に活動していますが、その活動には誰でも参加する
ことができます。２つ目はライフワークとして野鳥の写真を撮り続けている
岡根武彦さんの写真。減少する野鳥に姿に、今のことを記録に残さないとい
けない、という思いで撮影されています。鳥の生活を脅かさないようにそっ
と撮り続ける岡根さんの写真に写る鳥はとても自然な姿を見せていて、博物
館のホームページでも大人気です。３つ目は遠藤勇さんのバードカービング

（木彫りの鳥）。遠藤さんの作る作品は躍動感があり生き生きとした姿が表現さ
れていて、各地の博物館やビジターセンターの展示でも採用されています。木彫
りの鳥ですから、本物の鳥やはく製が苦手、という方にも楽しんでいただけます。
　そのほか、博物館の所蔵するはく製標本を展示し、小さいお子さまから楽しん
でいただけるようワークシートを用意しています。
　平塚は、海・川・里山・田んぼという特徴の異なる環境があることから、県内
でもトップクラスに野鳥の種類が多く観察されている場所です。この展示をきっ
かけに、市内に多様な野鳥が生息することを知っていただければ幸いです。

記念講演会「野鳥とともに 40 年―こまたん流野鳥との付き合い方」
内容︓平塚・大磯を中心に 40年間活動を続けている野鳥観察グルー
　　　プ「こまたん」が、野鳥観察の楽しさと続ける秘訣を語ります。
　　　野鳥観察の入門から長年続けている調査について。
講師︓こまたん（野鳥観察グループ）
日時︓8月 21日（日）10時～ 12時
場所︓博物館講堂　　定員︓60名
締切︓8月 6日（土）当日消印有効（ＷＥＢフォームの場合は同日中）

特別講座「鳥の羽根の魅力」
内容︓鳥だけが持つ羽根。その魅力と楽しさについてお話します。
講師︓藤井幹（日本鳥類保護連盟）
日時︓8月 27日（土）10時～ 12時
場所︓博物館講堂　　定員︓60名
締切︓8月 6日（土）当日消印有効（ＷＥＢフォームの場合は同日中）

特別展示解説
内容 :展示で使用している野鳥写真を撮影された岡根武彦氏と担当
　　　学芸員が特別展示を案内します。
日時︓8月 6日（土）午後 4時～ 4時 30分
場所︓特別展示室　　定員︓20名
締切 :7 月 23日（土）当日消印有効（ＷＥＢフォームの場合は同日中）

【主な関連行事】
　行事の詳細や他の関連行事についてはHPをご覧ください。
　新型コロナウイルス感染症の感染状況により、開催内容が変更に
なる場合がありますので、HPをご確認の上、お申込みください。
　関連行事への参加には事前の申込が必要です。往復はがき、また
はＷＥＢフォームから申し込み。往復はがきの場合、行事名・氏名・
住所・電話番号を記入のこと。1申込 1名まで。
　応募者多数時は平塚市内在住者を優先し、個人単位で抽選を行い
ます。参加料無料。


